
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２月６日、大阪地方裁判所において、ノーモア・ミナマタ第２次近畿訴訟の第１回口頭弁論期日が行

われました。 

法廷では、原告から訴状の陳述、被告らから訴状に対する答弁書の陳述等があり、続いて、近畿弁護

団長の徳井義幸弁護士、熊本弁護団の髙峰真弁護士が意見陳述を行いました。 

徳井義幸弁護士はノーモア・ミナマタ第２次訴訟の意義について、髙峰真弁護士は先行する熊本訴訟

の状況を踏まえつつ、すべての水俣病被害者救済の必要性について、それぞれ意見を述べました。 

その後、水俣病の歴史を振り返るパワーポイントを上演し、

最後に、鹿児島県出水市境町出身の男性、熊本県天草市新和

町出身の女性の原告２名が、自身の症状や、日常生活や仕事

における苦労を語り、特措法における診断が不当なものであ

ったと述べました。また、親族らは救済対象となったのに、

自分たちが非該当となったり、または手帳のみとなったこと

にどうしても納得できないと強く訴えました。 

期日後の報告集会では、弁護士からの期日報告や、原告、

第２陣原告予定者、各団体の方々からの挨拶がありました。 

次回は、３月２６日（木）に進行協議が行われる予定です。 

 
 

 ２月１３日、東京地方裁判所において、ノーモア・ミナマ

タ第２次東京訴訟の第１回口頭弁論が行われました。 

原告は東京都や神奈川県など在住の４０代から７０代の男

女で、水俣市や上天草市、鹿児島県出水市などの出身です。 

法廷で意見陳述をした鹿児島県伊佐市出身の５０代の男性

（埼玉県在住）は、「自分が水俣病とは長い間気付かなかった。

同じように水俣病と知らずに苦しんでいる人が多く残されて

いる。」と訴えました。 

次回は、５月２２日（金）に第２回口頭弁論が行われ、追

加提訴した１４名の原告も審理に加わる予定です。 
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近畿訴訟第１回弁論期日後の報告集会の様子 

東京訴訟第１回弁論期日前の入廷の様子 

 

 



   

                         

 

 

   

 

                                                  

                         

すべての水俣病被害者救済に向けて 

ノーモア・ミナマタ第２次訴訟弁護団は，すべての水俣病被害者救済を目指しています。 

みなさんの周りに，水俣病の被害者でありながら未だ救済を受けていないという方はいらっし

ゃいませんか。裁判に関心はあるが，なかなか裁判について話を聞く機会がないという方は，下

記連絡先までご連絡ください。 

また，県外に移住して，現在は，近畿，関東などに住んでいる親類やご友人にもお声掛けをお

願いします。 

すべての水俣病被害者救済に向けて頑張りましょう。 

（連絡先） ノーモア・ミナマタ第２次訴訟弁護団 

       熊本市中央区京町１丁目１２番２号京町会館２階 

熊本共同法律事務所内（担当 永野） 

        電話 096-355-5376 ＦＡＸ 096-355-5378 

        ＨＰ http://www.no-more-minamata.jp/ 

 

２月１２日、恒久的な救済制度実現を目指す

「ノーモア・ミナマタ被害者・弁護団全国連絡会

議」が結成されました。水俣病不知火患者会、

新潟水俣病阿賀野患者会の両被害者団体、

熊本、東京、大阪、新潟の４地裁それぞれの原

告団、弁護団の計１０団体で構成されていま

す。 

司法での和解による全ての被害者救済を目

指し、裁判や国への働き掛けを連携して進め

るのが狙いです。 

環境省で会見した熊本原告団の森正直副

団長は、「就職などで全国各地に移り住み、検

診を受けていない人も多い。全ての被害者救

済へ一致団結する。」と意義を強調しました。ま

た、園田昭人弁護団長は、「裁判で被害実態

の立証を進めた上で、恒久的な救済制度案を

具体化し、環境省や政治家に働き掛けたい。」

と話しました。 

ノーモア・ミナマタ全国連 結成！ 

 
２月１３日、ノーモア・ミナマタ全国連はすべ

ての水俣病被害者救済を求めて多数の国会議員

に要請を行いました。そのうち辻元清美議員

（衆・民主）、市田忠義議員（参・共産）、仁比

聡平議員（参・共産）、田村貴昭議員（衆・共産）

には議員本人に直接対応していただきました。 
ありがとうございました。 

＜今後の予定＞ 
２月２７日 熊本訴訟第９回弁論 
４月２４日 熊本訴訟第１０回弁論 
４月３０日 熊本訴訟第８陣提訴 
５月２２日 東京訴訟第２回弁論 
７月１０日 東京訴訟第３回弁論 

ノーモア・ミナマタ全国連結成式の様子 

ノーモア・ミナマタ全国連が議員要請 

とある弁護団員のヒトリゴト 
本年１月に弁護士になり、弁護団に入団しました。

弁護士になると弁護士バッジを身につけますが、新

人の弁護士バッジはピカピカしています。 
やがては表面の金メッキがはがれて銀色になります

が、心はいつまでも金ピカピカのままでありたいと

思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
（熊本弁護団・木村真也） 


